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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第73期

第２四半期
連結累計期間

第74期
第２四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 (百万円) 91,106 98,680 186,040

営業利益又は営業損失（△） (百万円) △1,038 2,476 △4,196

経常利益又は経常損失（△） (百万円) △1,590 2,246 △4,683

親会社株主に帰属する四半期
純利益又は親会社株主に帰属する四半
期(当期)純損失（△）

(百万円) △2,566 11,387 △12,987

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △3,738 13,646 △11,412

純資産額 (百万円) 152,897 158,786 145,404

総資産額 (百万円) 307,741 335,417 323,920

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期(当期)純損失（△）

(円) △20.26 89.86 △102.53

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 49.3 46.8 44.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,769 2,267 20,448

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,010 △5,438 △3,731

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 20,294 4,503 29,039

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 72,971 105,633 102,995
 

 

回次
第73期

第２四半期
連結会計期間

第74期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

(円) △12.17 5.80
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第73期第２四半期連結累計期間、及び第73期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、

１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第74期第２

四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

４　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。　

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

 

(1) 経営成績

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、景気は依然として

厳しい状況にある中、設備投資や輸出は持ち直しの動きが続いております。

海外においても、新型コロナウイルスの世界的流行の影響や点在する地政学的リスクもあり、景気は依然として

厳しい状況にあるものの、持ち直しの動きが続いております。

 
私どもの業界は、日本では、大型公共工事を中心に比較的順調な稼働を背景として、需要も増加傾向にあるもの

の、全体として本格的な需要回復には至りませんでした。海外においても、ワクチン接種の広がりから経済活動の

再開も見られ、需要は増加基調ですが、地域的なばらつきもあり、全体として本格的な需要回復には至っておりま

せん。

 
日本向け売上高は、需要の増加に加え、収益認識に関する会計基準を適用した結果、建設用クレーン・車両搭載

型クレーンが増加、高所作業車は微減で、463億１千２百万円（前年同期比106.4％）となりました。海外向け売上

高は、中南米を除く全ての地域で増加したものの、欧州において部品調達の遅滞に伴う生産の遅れ等の影響もあ

り、523億６千７百万円（前年同期比110.0％）に留まりました。この結果、総売上高は986億８千万円（前年同期比

108.3％）、海外売上高比率は53.1％となりました。

 
売上の増加に加え、欧州事業再生手続きの効果による固定費の圧縮に伴う売上原価率の改善と販売費及び一般管

理費の圧縮等により、営業利益は24億７千６百万円（前年同期10億３千８百万円の損失）、経常利益は22億４千６

百万円（前年同期15億９千万円の損失）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、欧州事業再生関連

収益等を計上した結果、113億８千７百万円（前年同期25億６千６百万円の損失）となりました。

 
さて、2018年１月19日に公表しました米国排ガス規制の緩和措置に関する自己申告について、2021年１月、米国

当局（環境保護庁・司法省）から当社グループによる違反とそれに伴う民事制裁金（Civil Penalty）4,050万USド

ルおよびその他の合意条件について提案を受け、2021年３月期に4,050万USドルを引当計上いたしました。当局との

協議は継続中であり、最終的に確定した段階において、改めてお知らせいたします。
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セグメント別の業績は次のとおりであります。なお、セグメント別とは、当社及び連結対象子会社の所在地別の売

上高・営業利益であり、仕向地別売上高とは異なります。

①日本（４月～９月）

日本向け売上は、需要の増加に加え、収益認識に関する会計基準を適用した結果、増加したものの、海外向け売

上は減少し、その結果、売上高は623億３千８百万円（前年同期比99.5％）、固定費の圧縮により営業利益は58億９

千７百万円（前年同期比122.4％）となりました。

 
②欧州（１月～６月）

建設用クレーンの需要は、足許では増加基調にあるものの、前年同期並みまでは回復に至りませんでした。ま

た、部品調達の遅滞に伴う生産の遅れ等の影響もあり、売上高は294億５千４百万円（前年同期比96.4％）となりま

したが、営業利益は固定費の圧縮により47億３千２百万円の損失（前年同期は54億８千２百万円の営業損失）とな

りました。

 
③米州（１月～６月）

建設用クレーンの需要は、足許では増加基調が鮮明になるものの、前年同期並みまでは回復に至らず、売上高は

192億２千４百万円（前年同期比94.5％）、営業利益は３億４千５百万円（前年同期比157.5％）となりました。

 
④その他（１月～６月）

建設用クレーンの需要が拡大した豪州に加え、アジアにおいても売上が増加し、売上高は114億５千２百万円（前

年同期比174.0％）、営業利益は６億２千８百万円（前年同期比621.0％）となりました。

 

主要品目別の業績を示すと、次のとおりであります。

①建設用クレーン

日本向け売上は、需要の増加に加え、収益認識に関する会計基準を適用した結果、200億１百万円（前年同期比

110.4％）となりました。

海外向け売上は、中南米を除く全ての地域で増加し、403億４千９百万円（前年同期比109.1％）となりました。

この結果、建設用クレーンの売上高は603億５千１百万円（前年同期比109.5％）となりました。

 
②車両搭載型クレーン

日本向け売上は、需要が増加し、93億６千５百万円（前年同期比110.6％）となりました。

海外向け売上は、６億１千８百万円（前年同期比98.4％）となりました。

この結果、車両搭載型クレーンの売上高は99億８千４百万円（前年同期比109.7％）となりました。

 
③高所作業車

高所作業車の売上高は、高付加価値商品の拡販に注力したものの、需要の減少により、83億１千２百万円（前年

同期比97.9％）となりました。

 
④その他

部品、修理、中古車等のその他の売上高は、200億３千２百万円（前年同期比108.8％）となりました。

 

(2) 財政状態

 (資産)

総資産は、前連結会計年度末に比べ114億９千７百万円増加の3,354億１千７百万円となりました。主な要因は、

受取手形及び売掛金の減少44億２千万円があったものの、現金及び預金の増加68億９千６百万円や棚卸資産の増加

37億５千２百万円に加え、その他流動資産の増加54億３千２百万円があったことによるものです。

 
 (負債)

負債は、前連結会計年度末に比べ18億８千５百万円減少の1,766億３千万円となりました。主な要因は、支払手形

及び買掛金の増加25億４百万円や短期借入金の増加63億５千１百万円があったものの、未払金の減少25億８千３百

万円や欧州事業を中心に退職給付に係る負債の減少84億９千５百万円があったことによるものです。

 
 (純資産)

純資産は、前連結会計年度末に比べ133億８千２百万円増加の1,587億８千６百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金の増加107億５千３百万円や為替換算調整勘定の増加24億３千３百万円があったことによるものです。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前連結会計年度末

に比べ26億３千７百万円増加の1,056億３千３百万円となりました。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によって使用された資金は、22億６千７百万円（前年同期比40億３

千７百万円増）となりました。主な要因は、減少要因として欧州事業を中心に退職給付に係る負債の減少88億１千

９百万円や棚卸資産の増加11億７千７百万円に加え、その他の支出98億２千８百万円があったものの、増加要因と

して税金等調整前四半期純利益の計上132億７千６百万円や減価償却費の計上26億６千４百万円に加え、売上債権の

減少46億２千万円や仕入債務の増加25億１千８百万円があったことによるものです。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によって使用された資金は、54億３千８百万円（前年同期比34億２

千８百万円減）となりました。主な要因は、定期預金の増加41億９千３百万円や有形固定資産の取得13億２千１百

万円があったことによるものです。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によって得られた資金は、45億３百万円（前年同期比157億９千万円

減）となりました。主な要因は、短期借入金の増加51億５千１百万円があったことによるものです。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は38億４百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 400,000,000

計 400,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 129,500,355 129,500,355
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株であります。

計 129,500,355 129,500,355 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2021年７月１日～
2021年９月30日

― 129,500 ― 13,021 ― 16,913
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(5) 【大株主の状況】

2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の総数
に対する所有
株式数の割合

(％)

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社

東京都港区浜松町２丁目11番３号 12,764 10.07

株式会社日本カストディ銀行 東京都中央区晴海１丁目８番12号 6,798 5.36

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 6,301 4.97

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE
SILCHESTER
INTERNATIONALINVESTORS
INTERNATIONAL VALUE EQUITY
TRUST
(常任代理人　香港上海銀行東京
支店) 

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON
E14 5NT, UK
(東京都中央区日本橋３丁目11番１号) 

5,373 4.24

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 5,246 4.14

株式会社百十四銀行 香川県高松市亀井町５番地の１ 5,171 4.08

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１番１号 4,000 3.16

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 3,367 2.66

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目13番１号 3,211 2.53

STATE STREET BANK AND TRUST
COMPANY 505103
(常任代理人　株式会社みずほ銀
行)

P.O. BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101
U.S.A.
(東京都港区港南２丁目15番１号)

2,965 2.34

計 ― 55,200 43.54
 

(注)１ 上記のほか、当社が所有している自己株式2,726千株（発行済株式数に対する所有株式数の割合2.11％）が

あります。

２ 株式会社日本カストディ銀行及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数は、すべて当該各社

の信託業務に係る株式であります。

３　第一生命保険株式会社の所有株式数には、特別勘定口３千株を含んでおります。

４　2020年12月22日付けで公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、株式会社みずほ

銀行他２社が2020年12月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、株式会社みずほ

銀行以外については当社として当第２四半期会計期間末の実質所有株式数の確認ができておりませんので、

上記「大株主の状況」には含めておりません。

なお、その大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）
株券等保有割合

(％)

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 5,246 4.05

みずほ証券株式会社 東京都千代田区大手町１丁目５番１号 44 0.03

アセットマネジメントOne株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目８番２号 2,671 2.06

計 ― 7,918 6.11
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５　2021年１月21日付けで公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、三井住友トラス

ト・アセットマネジメント株式会社他１社が2021年１月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載され

ているものの、当社として当第２四半期会計期間末の実質所有株式数の確認ができておりませんので、上記

「大株主の状況」には含めておりません。

なお、その大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）
株券等保有割合

(％)
三井住友トラスト・アセットマネ
ジメント株式会社

東京都港区芝公園１丁目１番１号 3,183 2.46

日興アセットマネジメント株式会
社

東京都港区赤坂９丁目７番１号 5,129 3.96

計 ― 8,313 6.42
 

６　2021年９月21日付けで公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、シルチェス

ター・インターナショナル・インベスターズ・エルエルピーが2021年９月16日現在で以下の株式を所有して

いる旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計期間末の実質所有株式数の確認ができており

ませんので、上記「大株主の状況」には含めておりません。

なお、その大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）
株券等保有割合

(％)
シルチェスター・インターナ
ショナル・インベスターズ・エ
ルエルピー（Silchester
International Investors LLP）

英国ロンドン ダブリュー１ジェイ ６
ティーエル、ブルトン ストリート１、タイ
ム アンド ライフ ビル５階

12,296 9.50

計 ― 12,296 9.50
 

 
(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,726,400
 

― ―

完全議決権株式(その他)（注）１
普通株式

1,266,799 ―
126,679,900

単元未満株式（注）２
普通株式

― １単元(100株)未満の株式
94,055

発行済株式総数 129,500,355 ― ―

総株主の議決権 ― 1,266,799 ―
 

(注)１　「完全議決株式(その他)」欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が200株（議決権の数２個）が含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄には当社所有の自己株式60株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社タダノ

香川県高松市新田町
甲34番地

2,726,400 ― 2,726,400 2.11

計 ― 2,726,400 ― 2,726,400 2.11
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2021年７月１日から2021年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 103,110 110,006

  受取手形及び売掛金 44,717 40,297

  電子記録債権 4,057 4,591

  商品及び製品 44,839 45,515

  仕掛品 24,094 25,690

  原材料及び貯蔵品 13,075 14,557

  その他 5,837 11,269

  貸倒引当金 △582 △704

  流動資産合計 239,149 251,223

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 26,128 25,710

   機械装置及び運搬具（純額） 9,944 9,319

   土地 25,752 25,850

   リース資産（純額） 1,031 881

   建設仮勘定 1,155 1,761

   その他（純額） 4,035 3,890

   有形固定資産合計 68,046 67,414

  無形固定資産 1,692 1,867

  投資その他の資産   

   投資有価証券 7,731 7,526

   繰延税金資産 6,647 6,760

   その他 1,067 974

   貸倒引当金 △414 △350

   投資その他の資産合計 15,031 14,910

  固定資産合計 84,770 84,193

 資産合計 323,920 335,417
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 27,666 30,171

  電子記録債務 4,376 5,411

  短期借入金 31,618 37,969

  リース債務 1,013 992

  未払法人税等 538 1,548

  製品保証引当金 4,072 4,068

  排ガス規制関連損失引当金 4,483 4,532

  未払金 10,154 7,571

  割賦利益繰延 55 －

  その他 10,666 9,073

  流動負債合計 94,646 101,340

 固定負債   

  社債 50,000 50,000

  長期借入金 9,581 9,587

  リース債務 2,374 2,297

  繰延税金負債 378 348

  再評価に係る繰延税金負債 2,109 2,109

  退職給付に係る負債 18,542 10,046

  その他 883 901

  固定負債合計 83,869 75,290

 負債合計 178,515 176,630

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 13,021 13,021

  資本剰余金 16,837 16,866

  利益剰余金 117,030 127,784

  自己株式 △2,582 △2,508

  株主資本合計 144,307 155,164

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,448 1,203

  土地再評価差額金 1,270 1,270

  為替換算調整勘定 △2,662 △228

  退職給付に係る調整累計額 △314 △285

  その他の包括利益累計額合計 △257 1,960

 非支配株主持分 1,354 1,661

 純資産合計 145,404 158,786

負債純資産合計 323,920 335,417
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 91,106 98,680

売上原価 72,805 77,505

割賦販売利益繰延前売上総利益 18,300 21,174

 割賦販売未実現利益戻入額 66 －

 割賦販売未実現利益繰入額 34 －

売上総利益 18,332 21,174

販売費及び一般管理費   

 荷造運搬費 1,828 1,884

 広告宣伝費 639 200

 製品保証引当金繰入額 380 374

 貸倒引当金繰入額 110 93

 人件費 7,135 7,089

 退職給付費用 256 192

 旅費及び交通費 324 285

 減価償却費 679 682

 研究開発費 4,178 3,804

 その他 3,836 4,089

 販売費及び一般管理費合計 19,370 18,698

営業利益又は営業損失（△） △1,038 2,476

営業外収益   

 受取利息 39 11

 受取配当金 60 93

 その他 198 136

 営業外収益合計 298 241

営業外費用   

 支払利息 234 361

 為替差損 278 53

 その他 337 56

 営業外費用合計 851 471

経常利益又は経常損失（△） △1,590 2,246

特別利益   

 欧州事業再生関連収益 － ※  10,940

 固定資産売却益 114 2

 投資有価証券売却益 － 89

 特別利益合計 114 11,032

特別損失   

 関係会社清算損 － 1

 固定資産除売却損 27 0

 投資有価証券評価損 1 －

 特別損失合計 28 2

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△1,504 13,276

法人税、住民税及び事業税 1,073 1,776

法人税等調整額 △22 70

法人税等合計 1,051 1,847

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,556 11,429

非支配株主に帰属する四半期純利益 10 42

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△2,566 11,387
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,556 11,429

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 15 △244

 為替換算調整勘定 △1,245 2,432

 退職給付に係る調整額 47 29

 その他の包括利益合計 △1,182 2,217

四半期包括利益 △3,738 13,646

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △3,694 13,605

 非支配株主に係る四半期包括利益 △43 40
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△1,504 13,276

 減価償却費 2,457 2,664

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 90 30

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 32 △8,819

 割賦利益繰延の増減額（△は減少） △32 △55

 受取利息及び受取配当金 △100 △104

 支払利息 234 361

 為替差損益（△は益） 5 △80

 投資有価証券売却損益（△は益） － △89

 固定資産除売却損益（△は益） △87 △1

 売上債権の増減額（△は増加） 18,382 4,620

 棚卸資産の増減額（△は増加） △6,287 △1,177

 仕入債務の増減額（△は減少） △15,244 2,518

 その他 2,154 △9,828

 小計 100 3,314

 利息及び配当金の受取額 101 105

 利息の支払額 △250 △373

 法人税等の支払額 △1,720 △777

 営業活動によるキャッシュ・フロー △1,769 2,267

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の増減額（△は増加） △3 △4,193

 有形固定資産の取得による支出 △2,370 △1,321

 有形固定資産の売却による収入 523 157

 投資有価証券の取得による支出 △106 △120

 投資有価証券の売却による収入 － 97

 その他 △52 △58

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,010 △5,438

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 12,562 5,151

 社債の発行による収入 10,000 －

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 自己株式の処分による収入 0 0

 配当金の支払額 △1,772 △380

 非支配株主からの払込みによる収入 237 286

 非支配株主への配当金の支払額 △25 △9

 その他 △707 △544

 財務活動によるキャッシュ・フロー 20,294 4,503

現金及び現金同等物に係る換算差額 △540 1,304

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 15,973 2,637

現金及び現金同等物の期首残高 56,997 102,995

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  72,971 ※  105,633
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

会計方針の変更

(収益認識に関する会計基準等の適用)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによ

り、従来、製品については主に製品の車検登録時点で収益を認識しておりましたが、顧客による検収時点で収

益を認識するよう変更しております。また、割賦販売について、従来は、割賦基準により収益を認識しており

ましたが、財又はサービスを顧客に移転し当該履行義務が充足された一時点で収益を認識する方法に変更して

おります。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,816百万円増加し、売上原価は1,547百万円増加し、営業

利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ269百万円増加しております。また、利益剰余金の

当期首残高は253百万円減少しております。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める

経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記

載しておりません。

 
(時価の算定に関する会計基準等の適用)

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。 
 

　

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症に係る会計上の見積り)

新型コロナウイルス感染症は、経済及び事業活動に広範な影響を与える事象であり、今後の広がり方や収束

時期等について予想を行うことは困難であります。本感染症が当社グループの会計上の見積りに与える影響は

軽微であると仮定しておりますが、今後の状況によって当社グループの業績及び財務状況に影響を与える可能

性があります。

なお、予想が困難ではあるものの、本感染が広がり始めた頃から、収束に１年、回復に１年の、計２年間を

要すると想定・覚悟して準備・対応しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

　 保証債務

販売先の提携リース会社等からのファイナンスに対する保証
 

前連結会計年度
(2021年３月31日)

 
当第２四半期連結会計期間

(2021年９月30日)
 

㈱オートレント 295百万円  ㈱坂野クレーン 297百万円  

Vernazza Autogru Srl 247 〃  ㈱オートレント 280 〃  

㈱坂野クレーン 246 〃  Vernazza Autogru Srl 241 〃  

その他120社 2,013 〃  その他112社 1,816 〃  

 計 2,803百万円   計 2,635百万円  
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(四半期連結損益計算書関係）

　※　欧州事業再生関連収益

前第２四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年９月30日)

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年９月30日)

当社のドイツ子会社であるタダノ・デマーグGmbHとタダノ・ファウンGmbHの事業再生手続きに係る債務免除益

等を欧州事業再生関連収益として10,940百万円を特別利益に計上しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　　※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

現金及び預金 73,051百万円 110,006百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △79 〃 △4,373 〃

現金及び現金同等物 72,971百万円 105,633百万円
 

　

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日
定時株主総会

普通株式 1,772 14.00 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金
 

(注)１株当たり配当額には創業100周年記念配当１円が含まれております。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　該当事項はありません。

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日
定時株主総会

普通株式 380 3.00 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 
決議 株式の種類

配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年10月29日
取締役会

普通株式 380 3.00 2021年９月30日 2021年12月６日 利益剰余金
 

 

EDINET提出書類

株式会社タダノ(E01613)

四半期報告書

17/23



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
（注)１

合計
 

調整額
（注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注)３日本 欧州 米州 計

売上高         

  外部顧客への売上高 48,012 16,718 20,089 84,820 6,285 91,106 － 91,106

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

14,614 13,836 255 28,706 296 29,002 △29,002 －

計 62,626 30,555 20,345 113,527 6,581 120,108 △29,002 91,106

セグメント利益又は損失（△） 4,816 △5,482 219 △446 101 △345 △692 △1,038
 

(注)１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アジア及びオセアニア等の現地法

人の事業活動を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額には、主なものとして、セグメント間未実現利益調整額△720百万円が

含まれております。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
（注)１

合計
 

調整額
（注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注)３日本 欧州 米州 計

売上高         

　建設用クレーン 20,894 13,930 16,594 51,418 8,932 60,351 － 60,351

　車両搭載型クレーン 9,505 － － 9,505 478 9,984 － 9,984

　高所作業車 8,299 － － 8,299 12 8,312 － 8,312

　その他 10,097 6,034 2,139 18,272 1,759 20,032 － 20,032

　顧客との契約から生じる収益 48,798 19,964 18,734 87,497 11,183 98,680 － 98,680

　外部顧客への売上高 48,798 19,964 18,734 87,497 11,183 98,680 － 98,680

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

13,540 9,489 490 23,521 269 23,790 △23,790 －

計 62,338 29,454 19,224 111,018 11,452 122,470 △23,790 98,680

セグメント利益又は損失（△） 5,897 △4,732 345 1,510 628 2,138 337 2,476
 

(注)１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アジア及びオセアニア等の現地法

人の事業活動を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額には、主なものとして、セグメント間未実現利益調整額322百万円が含

まれております。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「日本」の売上高は1,816百万円増加、セグ

メント利益は269百万円増加しております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報については、「注記事項(セグメント情報等)」に記載のとおりであ

ります。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

△20円26銭 89円86銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）(百万円)

△2,566 11,387

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又は
普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
(百万円)

△2,566 11,387

普通株式の期中平均株式数(千株) 126,648 126,716
 

(注)　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していない

ため記載しておりません。
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２ 【その他】

第74期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）中間配当については、2021年10月29日開催の取締役会におい

て、2021年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                                380百万円

②　１株当たりの金額      　                    ３円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日   2021年12月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年11月５日

株式会社タダノ

取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ

高　松　事　務　所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佃　　　　弘　一　郎 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　中　　賢　　治 印

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タダノ

の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タダノ及び連結子会社の2021年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ
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ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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